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＜連絡事項＞

・南病棟に移棟の患者様があった際は、病棟担当医がいますので主治医変更し引き継ぐ必要があります。

・本日からローテーション予定の竹内Ｎｓが患者様から暴力行為を受けたことは、配属先である南病棟小向ＳＧＭ・佐藤ＡＯＭ・東ＳＧＭには報告しています。明日からのローテーション研修はＢユニットから始めていきます。

＜患者様連絡事項＞

・三浦　由紀様～本日、14：00療養環境変更の為、東Ｄユニットから西Ａユニットに移棟となっています。

・杉澤　恵子様～昨日入院されています。6/24(水)抜糸のため室岡整形外科受診となっています。左鎖骨部患部の安静や状態の確認をしていき、転倒等のないよう注意して下さい。
・奥寺　アサ様～昨日入院されています。入院時から帰宅要求ありドアノブいじりや戸口に立っていることあります。食事の摂取状況・薬の服用はできているか観察お願いします。

・和田　昌　様～昨日まで大声で怒鳴るような話し方や表情の硬さ、目の鋭さがが見られていましたが、本日、退院請求の手紙を出したことに関係してか、気分が少し落ち着いた状態になっています。気分変動がみられますので他者とのトラブルのないよう観察していきましょう。

＜隔離室入室患者様＞

・田名部　浩平様～本日、9：35器物破損行為、暴力行為あり８号室に終日隔離となっています。自室の壁を殴る器物破損行為(壁2ヵ所)があり、又女性スタッフへの暴力行為があり、男性スタッフ2名で介入しますが興奮状態で支離滅裂な事を話しています。その際、安ヶ平Ｄｒが在棟されており、指示にてリントン（5）２Ａ静脈注射施行、9：40終日隔離開始となっています。徐々に興奮状態は落ち着いてきていますが理由については話さず、室内を硬い表情でウロウロと歩いています。問い掛けに「自分で何が起きたか分からない」と話しています。昼食時は突発的な行動なく食事を受け取り全量摂取しています。関わる際は、格子側から対応し、スタッフ２名または男性スタッフで対応するようにして下さい。食事の配膳が格子から入らないため食器の変更をします。隔離室使用指示箋の寝具や洗面等は可ですが室内での使用状態等観察を行って下さい。

リントン（5）２Ａ筋注で２日分指示あり、終日隔離の処遇については主治医が来られるまで継続になります。

・畑中　成夫　様～本日、服薬拒否しています。安ヶ平Ｄｒからは、無理はしなくて良いとのお話ありましたが、引き続き促しはおこなっていきましょう。

　　　　　　　　　また、室内で紐の付いたシューズを履いていますので、安全のため回収します。安全面に関わる危険な物品は入れないようし、一時的に指示で入れた場合であっても必ず預かるようにして下さい。

＜臨時薬処方＞

・寺地　利代子様～ＦＫ散３Ｐ　3×1　定期薬に追加処方となります。

・川村　和則　様～ＰＬ(総合感冒薬)３Ｐ　3×1　３日分　本日の夕食後から継続処方となります。

・高間木　八男様～ＰＬ(総合感冒薬)処方されていましたが風邪症状みられない為止めとなっています。

・長谷川　陽一様～夜間、中途覚醒ありタバコを吸いたくなるとの訴えあり

フルニトラゼパム(1)１Ｔ　１×vds　５日分　処方となっています。以後定期薬となります。睡眠状況の観察を行って下さい。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・細越　定生様～本人より、退院について主治医面談希望されています。外泊希望が出ており外泊時に御家族と話をしてくるとのことですので、帰院後に確認しその上でＤｒとの都合の良い日を設定お願いします。

＜ベッドコントロール＞

· 奥寺　アサ様～１０号室→Ｃユニット５号室

· 菅井　浩子様～１２号室→1３号室

· 澤口　直美様～８号室→１２号室（身体拘束継続中）

· 田名部浩平様～１４号→８号室（終日隔離開始）

· 出河　和則様～１０号室（入院）

＜新入院患者＞

出河　和則様　４１歳　入院形態：任意入院　　主治医：Ｄｒ猪股
病名：アルコール依存症　身体合併症：膀胱結石症

東Ａユニット１０号室

20歳頃から飲酒を続け、アルコール性肝炎にて内科の入院歴あるも断酒できず、２度の離婚歴や転職も多い。今回、昨日飲酒中に失神発作にて八戸平和病院に救急搬送され同院に入院、点滴治療で症状改善し本日退院しています。断酒を希望し当院を紹介されアルコール依存症治療プログラム目的にて東Ａユニットへ任意入院となっています。

膀胱結石について、昨日尿道に嵌頓し尿道バルーンカテーテルを留置したまま来院していましたが、トイレ時自然に抜去してしまったとの事で病棟での再留置をおこなっています。（アルコール離脱して肝機能が落ち着いた時点で経尿道手術の予定）
